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梅雨の合間で薄曇りの絶好の旅行日和の一日、参加者31人で大阪市方面へ出発しまし
た。まずは、アクアライナーに乗船して大阪の景色を満喫し、大阪キャッスルホテル錦
城閣で昼食。午後はあべのハルカスから“展望ビュー”という豪華版の日程で、参加者
一同、大満足でした。以下、３人の方にリレー形式で感想を書いていただきました。

アクアライナー初体験
水無瀬駅を出発後、小一
時間でアクアライナー乗船
場に到着。心配だった雨も
なく、船に乗ると天井は低
く、頭上注意。程なく定刻
通り出航しました。
いつの間にか、雨粒が水
面に輪を描いている。左右

のビルが林立している中、
左側が樹木のみになると、
大阪城が姿を現わし、暫し
古の趣に想いを抱かせる。
天満橋を通過中、橋桁が
視界のすぐそこに！右側に
造幣局の桜並木・中之島バ
ラ園・レンガ造りの中央公
会堂が次々と現れて、ここ

で折り返し。帰路は景色よ
り歓談でワイワイ。
瞬く間の40分で、乗船場
では次の乗客が待機。あれ
あれ、外国語！人気がある
ねんなー！� （石井文男）
大阪キャスルホテル錦城閣 
大阪クルーズを楽しんだ
あとは、お待ちかねの昼食
です。メニューは、中華料
理の「季節限定ランチ」。
ワンテーブル毎に大皿で提
供されたので、取り分けて
頂いていると、次々と配膳
され、『出来立てをお早く
お召し上り下さい』と急か
されたような感じでした。
マイペースで、ゆったり
した気分で歓談しながら食

事をしたかったので、忙
せわ

し
なかったです。でも、お料
理はとても美味しく頂きま
した。� （後　清美）

あべのハルカス展望ビュー
2014年に開業して、いつ
でも行けると思って９年。
今回は、地区福祉の企画行
事で参加しました。

エレベーターで１階から
16階、そして16階から60階
まで45秒間であっという間
に最上階に到着。初めての
高度300mのタワーの経
験。
曇天で生駒山系や梅田の
ビル群もかすんだ状況でし
た。天気が良ければ京都タ
ワー、比叡山まで見渡せる
とのこと。
滞在小一時間でガスが漂
い始め、雲上の気分を満
喫。皆様も一度行ってみる
価値ありです。
� （西田達行）

6月 30日㈮

会員親睦バス旅行
アクアライナー“船上より大阪の景色を”

念願の　水の都　大阪の船旅！まあ、すごいわねえ！

さすが！　日本一高い摩天楼やなあ！記念写真を撮ろう！

次はどんなお料理かな？ワクワク

第一小学校体育館横約 80 人

令和元年以来 4 年ぶりのバザー

第一地区福祉委員会活動紹介パネル

ボランティアのみなさん　いつもありがとう！

バザー出品の積み出し作業 

絵本バザー風景 

子育てサロン体験会風景

藤ノ木公園 約 40 人

みんなの手で町を美しく！

スタッフの福祉委員のみなさん

校長・自治会長
との交流会

町内一斉清掃

下校時見守り

編集後記社 協 ま つ り

5月20日㈯
7月2日㈰ バザー・活動紹介パネル等　9月10日㈰

地区内の各自治会や第一
小学校との連携を深め、地
区福祉活動の充実に資する
ため交流会を開催しまし
た。
自治会長より　地域住民の
福祉活動に係る取組みの紹
介、少子高齢化等に伴う諸
課題への問題提起・意見交
換が行われました。

学校長より　学校支援活動
やPTA役員へのお礼、学校
だよりのデジタル化の取組み
紹介、ボランティアの協力依
頼などがありました。
社協事務局より　生活支援
整備事業「地域を愛で支える
『ささえ愛』のまちづくり」に
ついて、第二・第四地域の取
り組みや進捗状況の報告が
ありました。� （小林孝之）

梅雨の合間の蒸し暑い曇り
空、第一地区では一斉清掃に
約120人が参加して清掃活動
を行いました。�（小林孝之）

品物選びに真剣なお客様。
掘り出し物に思わず笑顔！

幼児から大人まで楽しめ
る一年間の活動です。

（井上美知子）

幼児たちの楽しく遊ぶ姿
に、保護者もスタッフも笑顔。

第一・第三の月曜日、２時30分から児童見守り活動を行っ
ています。（祝日や学校行事等で変更の場合もあります）

５年前豪雨のため、河川
の決壊が続き4600棟が全壊
するなどした倉敷市真備町
は、本流である高

たか

梁
はし

川の水
位が上昇し、支流の小田川
の水が高

たか

梁
はし

川に流れにくく
なる「バックウォーター現
象」で、決壊し被害につな
がったと分析されています。
島本町でも想定外の豪雨

になれば、淀川の水位が上
昇し、水無瀬川の水が流れ
にくくなり、氾濫も考えられ
ます。どんなに防災対策が
進んでも油断は禁物です。
日頃から洪水・土砂災害
ハザードマップを見て、避
難の意識と備えで、まずは
自分の命を守る最大の防御
をしましょう。�（篠原　皓）


